
（様式６号） 

動物実験の実施状況 

（令和６年度） 

 

 １．動物実験の実施件数 実施件数合計 32 件

 大中哺乳類 鳥類 その他

 動物種 件数 頭羽数 動物種 件数 頭羽数 動物種 件数 頭羽数

 ウシ 18 2,039 ニワトリ 5 2,051

 ブタ 7 616

 ヤギ

 ヒツジ

 ウマ 2 10

 
 
 ２．動物実験の主な内容

  

 [ウシ] 

○「乳用牛の抗病性、長命連産効果などに関連する遺伝子解析とその実用化」及び「肉用牛の改良形質に関する遺伝子解析

とその実用化」 

⇒ＤＮＡ収集のため採血し、乳用牛は抗病性、長命連産効果などについて遺伝子解析情報との関連性を調査し、肉用牛は

理化学特性データ等に関する遺伝子多型を調査した。（本所(改良技術課)） 

 

○「黒毛和種における短期肥育技術の実証試験」 

⇒出荷月齢を26カ月齢とする短期肥育技術の実証試験を実施した。（本所(管理課)） 

 

○「効率的な牛の育成改良に資する胚評価手法等の開発」 

⇒成牛由来体外受精胚から2種類の細胞採取方法を比較検討した。育成牛由来体外受精胚の生産成績を検討した。（本所

(管理課)） 

 

○「育成牛へのトルラプラスの給与試験」 

⇒育成期の黒毛和種育成牛にトルラプラスを給与し、増体成績及び疾病発生状況への影響について調査した。（鳥取牧

場） 

 

○「除角クリームを使用した除角方法の検討」 

⇒除角クリームを用いた最適な除角方法を確立するため、除角前後の血中コルチゾール値等を収集した。（新冠牧場） 

 

○「牛の雄効果フェロモンの同定に関する研究」 

⇒雄効果フェロモンを有すると考えられる黒毛和種種雄牛と有しないと考えられる去勢肥育牛の被毛を採取し、有効成分

を抽出した上でその作用について解析検討した。 (種畜課)） 

 

 [ブタ] 

○「現場で活用できる簡易かつ安価なスマート畜産技術」 

⇒分娩前後の母豚及び生まれた子豚の各種兆候データを収集のためビデオカメラにより撮影した。（本所(管理課)） 

 

○「新たな採胚方法の検討について」 

⇒従来法（腹部正中線切開）による採胚と下膁部からの採胚について、反復採胚の影響の調査及び子宮灌流範囲と胚日齢

の組み合わせによる最適な灌流範囲を検討した。（本所(管理課)） 

 

 



 

備考 1) この様式は、センターにおいて当該年度に実施した動物実験等の実施状況をまとめるものである。 
2) 「１．動物実験の実施件数」の欄は、当該年度の動物実験等に供用した全動物種とその実験件数及び頭

羽数を記載すること。 
3) 「２．動物実験の主な内容」の欄は、当該年度に実施した主な動物実験について簡潔に記載すること。

 ○「初乳中のIgG濃度の比較による巣材設置効果の推測」 

⇒巣材の提供によって母豚のストレスが低減され初乳中のIgG濃度が上昇し子豚の免疫力向上につながるか検討した。

（茨城牧場） 

 

[ウマ] 

〇「フランス国産凍結精液（ペルシュロン種、ブルトン種）の精液性状および受胎成績に関する研究」 

⇒排卵誘起を行った後、人工授精を実施した。（十勝牧場） 

 

 [ニワトリ] 

○「鶏の改良形質に関する遺伝子解析とその実用化」 

⇒ＤＮＡ収集のために採血し、遺伝子型を解析する産肉性・産卵性能等を調査した。（本所(改良技術課)、岡崎牧場、兵庫

牧場） 

 

○「横班プリマスロック及びアロウカナの凍結精液中の最適なメチルアセトアミドの調査」 

⇒耐凍性メチルアセトアミドの濃度の異なる凍結精液を作成し人工授精を行った。（岡崎牧場） 

 

○「白色コーニッシュ種の血液成分及び血中遊離アミノ酸と産卵率との関係調査」 

⇒白色コーニッシュ（２系統）について、血液成分及び血中遊離アミノ酸と産卵率のデータを収集した。（兵庫牧場） 

 



（様式５号） 

令和７年 ９月３０日 

 

 

令和６年度 動物実験に関する自己点検及び評価報告  

 

動物実験委員会 

 

１．規程等 

 

２．動物実験委員会 

 １）評価結果 

☑ 動物実験等法令及び基本指針に基づいた規程等が定められている。 

□ 規程等は定められているが、一部に改善すべき点がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・独立行政法人家畜改良センター実験実施規程

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・基本方針に沿って、規程が適正に定められている。 

・外部有識者からの指摘や状況の変化に応じて、適切に規程改正を行っている。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 規程に基づいた動物実験委員会が設置され、適切に運営されている。 

□ 動物実験委員会は設置されているが、一部に改善すべき点がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・「動物実験計画書の審査について」 

・「令和 5 年度 動物実験実施報告書の審査、実験動物状況報告書の内容確認、動物実験に関する

自己点検及び評価報告（案）について」他 

・動物実験委員会名簿

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験委員会の構成 

動物実験等に関して優れた識見を有する者 2 名 

実験動物に関して優れた識見を有する者 2 名 

その他学識経験を有する者 4 名 

 

・委員会の実施状況（書面による審査等） 

動物実験委員会の委員構成について 2 回（令和 6 年 4 月、8 月） 

令和 5 年度動物実験計画書の審査 1 回（令和 6 年 4 月） 

令和 6 年度動物実験計画書の審査  30 回（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

苦痛度カテゴリー改正について 3 回（令和 6 年 4 月、6 月、10 月） 

令和 5 年度動物実験実施報告書の審査他 1 回（令和 6 年 10 月） 

令和 5 年度の動物実験に係る外部検証結果 1 回（令和 7 年 3 月） 

令和 7 年度度動物実験計画書の審査  14 回（令和 7 年 1 月～令和 7 年 3 月） 

 

以上のことにより規定に基づき適切な委員会活動を実施していると判断した。



 

３．施設等の維持管理 

 

４．動物実験計画の審査及び実施 

 

５．動物実験実施報告書 

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 規程に基づき施設等は適切に維持管理されている。 

□ 施設等の維持管理に問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・令和 6 年度動物実験状況報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・令和 6 年度動物実験状況報告書の記載内容により、施設等は適正に管理されていると判断し

た。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 動物実験計画は、規程に基づき適切に審査、実施されている。 

□ 動物実験計画の審査、実施に関して問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・令和 6 年度動物実験計画書 

・令和 6 年度動物実験実施報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・試験設計の変更による供用数や処置数の変更などがある場合には、おおむね適切に計画変更手

続きが行われていた。 

・しかしながら、供用数の増、供用品種や実験処置の追加が生じた課題が３件あった。 

・また、実験処置の未実施・変更、供用数の減少や供用動物の情報を誤って記載していた課題が

５件あった。 

・規定上、供用数や処置数の増がある場合には修正した動物実験計画書（様式１）を提出し再度

承認を受ける必要があり、３Ｒの理念に基づく供用数や処置数の減、実験の一部未実施がある場

合には動物実験計画変更届（様式２）を提出して報告する必要がある。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

・問題のあった課題８件については、動物実験委員会として指導を行う（令和７年１０月～）。 

・供用数や処置数の変更、実験内容の変更などがある場合は、事務局に相談の上、必要な場合に

は計画変更手続きを行うように定期的にアナウンスを行う（毎年１１月）。

 １）評価結果 

☑ 動物実験実施報告書の実施結果は適切に理事長に報告されている。 

□ 動物実験実施報告書の実施結果の報告に関して問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・令和 6 年度動物実験計画書 

・令和 6 年度動物実験実施報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験の終了後適切に動物実験実施報告書が提出されている。

 ４）改善の方針、達成予定時期 



 

６．実験動物状況報告書 

 

７．実験動物の健康及び安全の保持 

 

８．生活環境の保全 

 

９．人への危害・環境の保全上の問題の防止 

 該当なし

 １）評価結果 

☑ 実験動物状況報告書は理事長に報告されている。 

□ 実験動物状況報告書に関して問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・令和 6 年度実験状況報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験の終了後、適切に動物実験状況報告が提出されている。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 飼養保管や輸送において、規程に基づき実験動物の健康・安全保持の措置が適切に行わ

れている。 

□ 飼養保管や輸送において、実験動物の健康・安全保持に関して問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・令和 6 年度動物実験実施報告書 

・令和 6 年度動物実験状況報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験の終了後、適切に動物実験に飼養管理状況が報告されており、問題がないことを確認

した。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

 １）評価結果 

☑ 規程に基づき施設等及びその周辺の生活環境の保全に努めている。 

□ 施設等及びその周辺の生活環境の保全に関し問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・リスク管理対応計画 

・家畜改良センター環境報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・悪臭等畜産公害に対するリスク管理対応計画が定められており、併せて環境負荷・環境配慮へ

の取組状況を公表している。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 規程に基づき人への危害・環境の保全上の問題が適切に防止されている。 

□ 人への危害・環境の保全上の問題の防止に関し問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 



 

１０．地震・火事等の緊急時の対応 

 

１１．教育訓練 

 

 

備考 該当する評価結果の□に✔印を記入すること。 

 

 ・令和 6 年度動物実験実施報告書 

・家畜改良センター環境報告書

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・課題毎に人の安全確保への取組を報告しており、併せて環境負荷・環境配慮への取組状況を公

表している。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 緊急事態に備えた措置に関する計画が定められ、緊急時の対応に問題はない。 

□ 緊急事態に対する備え、対応に関して問題がある。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・リスク管理対応計画

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・地震・火事等の緊急事態に備えたリスク管理対応計画を定めており、緊急時の対応に問題はな

い。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし

 １）評価結果 

☑ 規程に基づいて、教育訓練が実施されている。 

□ 教育訓練は実施されているが、問題がある。 

□ 必要な教育訓練が実施されていない。 

□ 当該年度には、教育訓練が必要な者はいなかったため、実施せず。

 ２）自己点検の対象とした資料 

・ｅラーニングカリキュラム（「動物実験の基礎知識」、「動物実験の実施にあたり配慮すべきこ

と」） 

・ｅラーニング受講者台帳

 ３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・研究機関における公的研究費の管理・監査に関するガイドラインの改正等を踏まえ、令和 4 年

度からは、動物実験関係者は毎年ｅラーニングの受講を必須とした（受講者数：令和 6 年度 216

名）。ｅラーニングでは、各単元毎のテキスト末尾にあるテストで、８０点以上取得で修了とな

る。

 ４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし



 

家畜改良センターにおける動物実験委員会の実施状況 

 
家畜改良センターにおける動物実験委員会は、動物実験実施規程（資料３－１）に基づいて設

置され、提出された動物実験計画書の審査、動物実験実施報告書の確認等を行う。 
令和６年度の動物実験に関する動物実験委員会は以下のとおり開催し、動物実験計画書の審査、

動物実験実施報告書の確認、動物実験に関する自己点検・評価等を行った。 
 

  開催回 開催年月日 件数等

 ６年度 
第１回 
 
第２回 
第３回 
第４回 
第５回 
第６回 
第７回 
第８回 
第９回 
第１０回 
第１１回 
第１２回 
第１３回 
第１４回 
第１５回 
第１６回 
第１７回 
 
第１８回 
第１９回 
第２０回 
第２１回 
第２２回 
第２３回 
第２４回 
第２５回 

 
令和６年４月９日 
 
令和６年４月１１日 
令和６年４月１５日 
審査中止 
令和６年４月１７日 
令和６年４月１８日 
令和６年４月１８日 
令和６年５月７日 
令和６年５月９日 
令和６年５月１４日 
令和６年５月２０日 
令和６年５月２０日 
令和６年５月３１日 
令和６年６月３日 
令和６年６月１１日 
令和６年６月１７日 
令和６年６月２６日 
 
令和６年７月１１日 
令和６年７月１６日 
令和６年７月１８日 
令和６年８月１９日 
令和６年８月１９日 
令和６年８月２１日 
令和６年９月１０日 
令和６年９月１０日 

 
２件（委員構成、苦痛度カテゴ

リーについて） 
１件（５年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
審査中止 
１件（６年度計画変更） 
１件（ 〃 ） 
１件（６年度計画） 
１件（ 〃 ） 
２件（６年度計画変更） 
１件（ 〃 ） 
１件（６年度計画） 
２件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
１件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
１件（６年度計画変更） 
１件（苦痛度カテゴリーについ

て） 
２件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
１件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
１件（委員交代） 
１件（６年度計画） 
１件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 



 
 
 
 

 第２６回 
第２７回 
第２８回 
第２９回 
第３０回 
第３１回 
第３２回 
第３３回 
第３４回 
第３５回 
第３６回 
第３７回 
第３８回 
第３９回 
第４０回 
第４１回 
第４２回 
第４３回 
第４４回 
第４５回 
第４６回 
第４７回 
第４８回 
第４９回 
第５０回 
第５１回 
第５２回

令和６年１０月８日 
令和６年１０月８日 
令和６年１０月２１日 
令和６年１１月５日 
令和６年１１月１５日 
令和６年１１月１５日 
令和６年１１月２５日 
令和６年１１月２７日 
令和６年１１月２７日 
令和６年１２月４日 
令和６年１２月１６日 
令和７年１月２０日 
令和７年１月２７日 
令和７年２月１７日 
令和７年２月１７日 
令和７年２月１５日 
令和７年２月１９日 
令和７年２月１９日 
令和７年２月２６日 
令和７年２月２７日 
令和７年２月２７日 
令和７年３月１１日 
令和７年３月１２日 
令和７年３月１８日 
令和７年３月１８日 
令和７年３月２１日 
令和７年３月２１日 

２件（６年度計画変更） 
１件（苦痛度カテゴリー変更） 
１件（５年度報告書） 
１件（６年度計画変更） 
１件（６年度計画） 
１件（ 〃 ） 
１０件（６年度計画変更） 
１件（ 〃 ） 
５件（ 〃 ） 
２件（ 〃 ） 
１件（６年度計画） 
１件（７年度計画） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（外部検証結果検証） 
１件（７年度計画） 
１件（ 〃 ） 
１件（ 〃 ） 
１件（６年度計画変更）


